
トルコ、世俗主義、
イスラーム、⼥性

修⼠論⽂ではトルコの神秘主
義教団ベクタシーの笑い話を
とりあげました。以後、笑い
の重要性に気づき、どこでど
う笑うかは⽂化⼈類学的テー
マになりうると確信しました。

⽂化⼈類学と笑い
中⼭ゼミの理想は「踊るさんま
御殿」です。あるお題（テー
マ）に対して、⾃分のエピソー
ド（意⾒）を語れること、そし
て、他⼈のエピソード（意⾒）
につっこみ（コメント）を⾔え
ること。活発な議論ができるよ
うになることです。

「踊るさんま御殿」

⽂化⼈類学的調査でトルコの村
に1年滞在し、「農村⼥性から
みたトルコの「近代化」―世俗
主義、イスラーム、⼥性の相互
関係―」というタイトルで博⼠
論⽂を書きました。最近、トル
コ語で博⼠論⽂が出版されまし
た。

フィールドワーク
これまで当たり前のことだと
思ってきた様々な考えをもうい
ちど⾒直してみましょう。⾃分
がここではないどこかで⽣まれ
ていたとしたら、という想像⼒
を⾝につけられたら世界は違っ
てみえます。.

⽂化⼈類学の姿勢


